
最高裁秘書第4636号

令和元年9月18日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

最高裁判所事務総長中村 ’'1

司法行政文書開示通知書

平成31年2月13日付け（同月15日受付，最高裁秘書第815号）で申出の

ありました司法行政文書の開示について，下記のとおり開示することとしましたの

で通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

藤田宙靖裁判官の履歴書（片面で8枚）

2 開示しないこととした部分とその理由

1の文書には，個人識別情報（本籍地等）が記載されており，これらの情報は，

行政機関情報公開法第5条第1号に定める不開示情報に相当することから， これ

らの情報が記載されている部分を開示しないこととした。

3 開示の実施方法

写しの送付

担当課秘書課（文書室）電話03 （3264） 5652 （直通）
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五
一
昭
和
六
十
二
年
度
司
法
試
験
（
第
二
次
試
験
）
考
査
委
員
に
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一

一

九
〃
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一

一
二
衆
北
大
学
評
議
員
に
併
任
す
る

I■■■■

J:
建
築
群
議
会
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

住
宅
宅
地
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
昭
和
六
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

一一

一
東
北
大
学
評
議
員
に
併
任
す
る

一
併
任
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期
間
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昭
和
六
十
年
三
月
一
一
千
一

建
築
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
昭
和
六
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

1

1
1

建
築
審
職
会
専
門
委
員
を
免
ず
る

住
宅
宅
地
審
識
会
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
昭
和
五
十
九
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

併
任
の
期
間
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
一
〃

岩
手
大
学
教
授
人
文
社
会
科
学
部
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
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昭
和
五
十
六
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三
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ま
で
と
す
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任
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期
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和
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十
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一
日
ま
で
と
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学
教
護
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雑
務
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ず
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昭
和
六
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年
度
司
法
試
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試
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員
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願
に
よ
り
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
委
員
を
免
ず
る

中
央
教
育
辮
識
会
専
門
委
員

辞
恥
を
承
認
す
る

任
期
は
平
成
十
六
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

行
政
法
第
一
離
座
担
当
を
免
ず
る

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る

「
中
央
省
庁
等
改
華
の
た
め
の
国
の
行
政
組
織
関
係
法
律
の

墜
術
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
三
条
」
に
よ
り
文
部
教
官
は

文
部
科
学
教
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と
な
っ
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国
士
審
誰
会
委
員
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任
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す
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科
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苛
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渦
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壱
闇
皇
．
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で
前
記
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画
に

。

■

鴦
蚕
言
颪
出
砕
毒
に
同
昏
恩
蔭
イ
ッ
建
坪
孝
本
胃
訳
、
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フ
ｚ
量
志
包
に
言
之
開
徹
菱
雪
欧
州
裁
判
官
評
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簡
易
裁
判
所
刊

蔀
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委
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会
委
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判
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＋
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大
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齢
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瀧
易
裁
判
所
判
事
遥
考
蕊
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会
饗
燐
を
震
幌
す
る

〃

鴎
不
北
大
常
糸
苓
赦
禮

〃 〃 〃 平
成
一

〃 〃

三

○

〃
一

一

九

最
高
裁
判
所
判
那
に
任
命
す
る

願
に
よ
り
中
央
教
育
群
識
会
晦
開
委
員
を
免
ず
る

内
閣

文
部
科
学
大
臣

九

願
に
依
り
国
土
群
職
会
委
員
を
免
ず
る

国
土
交
通
大
臣

年
号

月

日

事

項

庁
名

隠
胴
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脈
恥
比
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国
幽
川
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恥
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八

－

九
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】
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四 五四
一
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言 二

九

一

一

四

二

.｝L
日

九五一

用
紙
蕊
年
退
諺

簡
易
裁
判
所
判
轆
選
考
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す
る

簡
易
裁
判
所
判
事
逓
考
委
員
会
委
員
長
を
委
蛎
す
る

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
独
日
法
律
家
協

会
二
十
周
年
記
念
式
典
〈
の
出
席
及
び
欧
州
各
国
の
司
法
塞

楕
視
察
の
た
め
約
十
日
間
の
予
定
で
欧
州
各
国
に
出
張
を
命

ず
る
「
平
成
二
十
年
皇
月
素
背
口
出
発
呈

戸
・
平
成
二
十
年
坐
へ
月
ん
日
帰
若
」

澗
童
勤
訪
剖
郭
選
蓄
李
胃
答
李
冒
典
亨
杢
鴨
了
る

爾
烏
款
刻
訴
判
斗
選
零
非
風
令
非
圃
長
了
手
蠅
ず
れ

裁
判
訪
桜
第
吾
条
鋤
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